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高等学校学習指導要領の改訂に伴う平成 27年度大学入学者選抜（大学入試センター試験）
における旧教育課程履修者に対する経過措置については，別紙のとおりとします。なお， 
本経過措置は平成 27年限りの措置とします。 

 
なお，現時点での内容であり，今後，変更する可能性もありますので，本学からの発表に 

ついてご注意願います。 



旧教育課程履修者は，数学または理科の受験科目について，以下のＡ欄に対応するＢ欄の経過措置科目を選択することもできます。 和歌山大学

教科 科　目　名　等 教科 科　目　名　等

国 国
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B
公民 現社,倫,政経，倫・政経
数 数Ⅰ･数A 数 旧数Ⅰ・旧数A

数Ⅱ･数B,工,簿,情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※ 理 理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから１
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１

【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目】
国 国
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B
公民 現社,倫,政経，倫・政経
数 数Ⅰ･数A 数 旧数Ⅰ・旧数A

数Ⅱ･数B,工,簿,情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
理 物，化，生，地から２ 理 理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから２
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１

【５教科７科目】
国 国
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B
公民 現社,倫,政経，倫・政経
数 数Ⅰ･数A 数 旧数Ⅰ・旧数A

数Ⅱ･数B,工,簿,情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※ 理

もしくは物，化，生，地から２
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１

【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目　
もしくは５教科７科目】

国 国
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B
公民 現社,倫,政経，倫・政経
数 数Ⅰ･数A 数 旧数Ⅰ・旧数A

数Ⅱ･数B,工,簿,情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※ 理

もしくは物，化，生，地から２
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１

【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目　
もしくは５教科７科目】

国 国
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B
公民 現社,倫,政経，倫・政経
数 数Ⅰ･数A 数 旧数Ⅰ・旧数A

数Ⅱ･数B,工,簿,情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※ 理 理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから１
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１

【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目】
国 国
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B
公民 現社,倫,政経，倫・政経
数 数Ⅰ･数A 数 旧数Ⅰ・旧数A

数Ⅱ･数B,工,簿,情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
理 物，化，生，地から２ 理 理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから２
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１

【５教科７科目】
国 国
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B
公民 現社,倫,政経，倫・政経
数 数Ⅰ･数A 数 旧数Ⅰ・旧数A

一般入試 数Ⅱ･数B,工,簿,情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※ 理

もしくは物，化，生，地から２
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１

【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目　
もしくは５教科７科目】

教

育

学

部

後期日程

　
実　技　系

｢音楽又は美術｣
（教科教育コース）

前期日程
理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから１もしくは２

　
実　技　系

｢保健体育｣
（教科教育コース）

前期日程
理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから１もしくは２

文　科　系

前期日程

学
 
校
 
教
 
育
 
教
 
員
 
養
 
成
 
課
 
程

平成27年度大学入学者選抜（大学入試センター試験）における旧教育課程履修者に対する経過措置（案）

　　　　　　　　　　　教科・科目名等
　学部名 選抜

大学入試センター試験の利用教科・科目名

文　科　系

前期日程

一般入試

後期日程

理　科　系

前期日程

備　　　   　考新・旧教育課程履修者の選択方法【Ａ欄】 旧教育課程履修者のうち希望する者の選択方法【Ｂ欄】

総

合

教

育

課

程

理　科　系

◎大学入試センター試験の利用教科・科目について
１．選択教科・科目のうち，必要教科・科目数を超え
　て受験している場合には，高得点の教科・科目を採
　択する。ただし，地歴および公民から１科目を利用
　する場合は，得点にかかわらず，第１解答科目を採
　択する。
　　なお，理科で基礎を付していない１科目を利用す
　る場合の科目の採択方法については，大学入試セン
　ターが試験時間等を決定した後に改めて公表する。
２．「工業数理基礎」「簿記・会計」「情報関係基礎」
　を選択解答できる者は，高等学校（中等教育学校の
　後期課程を含む。）において，これらの科目を履修
　した者（大学入学資格検定試験合格者で，これらの
　科目に合格した者を含む。）及び文部科学大臣の指
　定を受けた専修学校高等課程の学科の修了（見込）
　者に限る。
３．「学校教育教員養成課程（実技系）（前期日程），
　総合教育課程（後期日程）」を受験する者は、地歴
　および公民から２科目を選択した場合には、理科で
　基礎を付した２科目（又は基礎を付していない科目
　１科目）を選択するか，もしくは、地歴および公民
　から１科目を選択した場合には，理科で基礎を付し
　ていない科目２科目を選択する。
４．外国語の「英語」については，筆記試験（２００
　点）とリスニングテスト（５０点）の合計得点を２
　００点に換算したものを得点（素点）とする。

※地歴又は公民で２科目を選択する場合には，同一名
　称のＡ・Ｂ出題科目，同一名称を含む出題科目同士
　との組み合わせはできない。
※理科で基礎を付していない１科目を選択できる一定
　の条件については、大学入試センターが試験時間等
　の詳細を決定した後に改めて公表する。

◎Ｂ欄の経過措置科目の選択についての注意
１．旧教育課程の理科から１科目を利用する場合は，
　地歴および公民の場合と同様に，得点にかかわらず
　第１解答科目を採択する。
２．旧教育課程の理科の科目を選択して「学校教育教
　員養成課程（実技系）（前期日程），総合教育課程
　（後期日程）」を受験する者は，地歴および公民か
　ら２科目を選択した場合には，理科１科目を選択す
　るか，もしくは，地歴および公民から１科目を選択
　した場合には，理科で２科目を選択する。
３．旧教育課程の理科で２科目を選択する場合には，
　「理科総合Ａ」と「理科総合Ｂ」との組み合わせは
　できない。
４．理科で２科目を選択する場合には，新・旧の異な
　る教育課程の科目の組み合わせはできない。

総合教育課程 後期日程
理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから１もしくは２

から２※

から１

から２※もしくは１

から２※もしくは１

から２※

から１

から２※もしくは１



旧教育課程履修者は，数学または理科の受験科目について，以下のＡ欄に対応するＢ欄の経過措置科目を選択することもできます。 和歌山大学

教科 科　目　名　等 教科 科　目　名　等

国 国
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B
公民 現社,倫,政経，倫・政経
数 数Ⅰ･数A 数 旧数Ⅰ・旧数A

数Ⅱ･数B,工,簿,情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※ 理 理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから１
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１

【５教科７（６）科目】

国 国
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B
公民 現社,倫,政経，倫・政経
数 数Ⅰ･数A 数 旧数Ⅰ・旧数A

数Ⅱ･数B,工,簿,情報 旧数Ⅱ・旧数B
理 物基，化基，生基，地基から２ 理

（又は物，化，生，地から１）※
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１

【３教科４（３）科目】
もしくは

国 国
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B
公民 現社,倫,政経，倫・政経
数 数Ⅰ･数A 数 旧数Ⅰ・旧数A

数Ⅱ･数B,工,簿,情報 旧数Ⅱ・旧数B
理 物，化，生，地から２ 理 理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから２
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１

【３教科４科目】

教

育

学

部

児童教育コース
「児童教育」

総合教育課程

理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから１

備　　　   　考新・旧教育課程履修者の選択方法【Ａ欄】 旧教育課程履修者のうち希望する者の選択方法【Ｂ欄】

学校教育教員
養成課程

教育科学コース
「特別支援教育学」

推薦入試

◎大学入試センター試験の利用教科・科目について
１．選択教科・科目のうち，必要教科・科目数を超え
　て受験している場合には，高得点の教科・科目を採
　択する。ただし，地歴および公民から１科目を利用
　する場合は，得点にかかわらず，第１解答科目を採
　択する。
　　なお，理科で基礎を付していない１科目を利用す
　る場合の科目の採択方法については，大学入試セン
　ターが試験時間等を決定した後に改めて公表する。
２．「工業数理基礎」「簿記・会計」「情報関係基礎」
　を選択解答できる者は，高等学校（中等教育学校の
　後期課程を含む。）において，これらの科目を履修
　した者に限る。
３．外国語の「英語」については，筆記試験（２００
　点）とリスニングテスト（５０点）の合計得点を２
　００点に換算したものを得点（素点）とする。

※理科で基礎を付していない１科目を選択できる一定
　の条件については，大学入試センターが試験時間等
　の詳細を決定した後に改めて公表する。

◎Ｂ欄の経過措置科目の選択についての注意
１．旧教育課程の理科から１科目を利用する場合は，
　地歴および公民の場合と同様に，得点にかかわらず
　第１解答科目を採択する。
２．旧教育課程の理科で２科目を選択する場合には，
　「理科総合Ａ」と「理科総合Ｂ」との組み合わせは
　できない。
３．理科で２科目を選択する場合には，新・旧の異な
　る教育課程の科目の組み合わせはできない。

教科教育コース
「技術又は家庭」

　　　　　　　　　　　教科・科目名等
　学部名 選抜

大学入試センター試験の利用教科・科目名

平成27年度大学入学者選抜（大学入試センター試験）における旧教育課程履修者に対する経過措置（案）

から１

から１

から１



旧教育課程履修者は，数学または理科の受験科目について，以下のＡ欄に対応するＢ欄の経過措置科目を選択することもできます。 和歌山大学

教科 科　目　名　等 教科 科　目　名　等

国 国
地歴 世B，日B，地理B
公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１ 数 旧数Ⅰ，旧数Ⅰ・旧数Aから１

数Ⅱ，数Ⅱ・数B，工，簿，情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
経済学科 理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※ 理 理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから１

外 英（リスニングを含む），独，仏，中，韓から１
ビジネスマネジメント学科 【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目】

国 国
市場環境学科 地歴 世A，世B，日A，日B，地理A，地理Bから１または２

公民 現社，倫，政経，倫・政経から１
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１ 数 旧数Ⅰ，旧数Ⅰ・旧数Aから１

数Ⅱ，数Ⅱ・数B，工，簿，情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
理 物基，化基，生基，地基から２ 理 理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから１

（又は物，化，生，地から１）※

外 英（リスニングを含む），独，仏，中，韓から１
【３教科４（３）科目又は２教科３科目】

経
　
　
　
　
済
　
　
　
　
学
　
　
　
　
部

前期日程

一般入試

◎大学入試センター試験の利用教科・科目について
１．選択教科・科目のうち，必要教科・科目数を超えて受験している
　場合には，高得点の教科・科目を採択する。ただし，地歴および公
　民から１科目を利用する場合は，得点にかかわらず，第１解答科目
　を採択する。
　　なお，理科で基礎を付していない１科目を利用する場合の科目の
　採択方法については，大学入試センターが試験時間等を決定した後
　に改めて公表する。
２．「工業数理基礎」「簿記・会計」「情報関係基礎」を選択解答で
　きる者は，高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）において，
　これらの科目を履修した者（大学入学資格検定試験合格者で，こ
　れらの科目に合格した者を含む。）および文部科学大臣の指定を
　受けた専修学校高等課程の学科の修了（見込）者に限る。
３．前期日程を受験する者は，地歴および公民の２科目を選択する際，
　【世Ｂ，日Ｂ，地理Ｂ】から必ず１科目以上を選択すること。
４．後期日程を受験する者は，国語，地歴・公民，数学，理科から２
　科目または３科目を選択する際，次の選択を可とする。
　ａ．地歴および公民から２科目
　　　【世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂから１または２】
　　及び【現社，倫，政経，倫・政経から０または１】を組み合わせ
　　計２科目を選択。
　ｂ．数学から２科目
　　　【数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａから１】及び【数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，工，簿，
　　情報から１】から１科目ずつの計２科目を選択。
　ｃ．理科の基礎を付している科目から２科目と，国語，地歴，公民
　　数学から１科目の計３科目を選択。
　ｄ．理科の基礎を付していない科目から１科目と，国語，地歴，公
　　民，数学から１科目の計２科目を選択。
５．地歴又は公民で２科目を選択する場合には，同一名称のＡ・Ｂ出
　　題科目，同一名称を含む出題科目同士との組み合わせはできない。
６．後期日程において，地歴および公民の中から第２解答科目の得点を
　　採択する場合は，第１解答科目の得点を採択する場合に限る。

※理科で基礎を付していない１科目を選択できる一定の条件については，
　大学入試センターが試験時間等の詳細を決定した後に改めて公表する。

◎Ｂ欄の経過措置科目の選択についての注意
１．旧教育課程の理科から１科目を利用する場合は，地歴および公民の
　場合と同様に，得点にかかわらず第１解答科目を採択する。

後期日程

平成27年度大学入学者選抜（大学入試センター試験）における旧教育課程履修者に対する経過措置（案）

　
　　　　　　　  教科・科目名等
　
  学部名

選抜

大学入試センター試験の利用教科・科目名

備　　　　考新・旧教育課程履修者の選択方法【Ａ欄】 旧教育課程履修者のうち希望する者の選択方法【Ｂ欄】

から２
又は３

から２



旧教育課程履修者は，数学または理科の受験科目について，以下のＡ欄に対応するＢ欄の経過措置科目を選択することもできます。 和歌山大学

教科 科　目　名　等 教科 科　目　名　等

国 国
地歴 世A，世B，日A，日B，地理A，地理B
公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１ 数 旧数Ⅰ，旧数Ⅰ・旧数Aから１

数Ⅱ，数Ⅱ・数B，工，簿，情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
理 物,化,生,地から２ 理 理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから２　
外 英（リスニングを含む），独，仏，中，韓から１

【５教科７科目】
国 国
地歴 世A，世B，日A，日B，地理A，地理B
公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１ 数 旧数Ⅰ，旧数Ⅰ・旧数Aから１

数Ⅱ，数Ⅱ・数B，工，簿，情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
理 物,化,生,地から２ 理 理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから２　
外 英（リスニングを含む），独，仏，中，韓から１

【５教科７科目】
国 国
地歴 世A，世B，日A，日B，地理A，地理B
公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１ 数 旧数Ⅰ，旧数Ⅰ・旧数Aから１

数Ⅱ，数Ⅱ・数B，工，簿，情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
理 物,化,生,地から２ 理 理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから２　
外 英（リスニングを含む），独，仏，中，韓から１

【５教科７科目】

シ
　
ス
　
テ
　
ム
　
工
　
学
　
部

情報通信システム学科
光メカトロニクス学科

精密物質学科
環境システム学科
デザイン情報学科

前期日程

一般入試

◎大学入試センター試験の利用教科・科目について
１．地歴および公民において，必要教科・科目数を超え
　て受験している場合には，得点にかかわらず第１解答
　科目を採択する｡
２．「工業数理基礎」「簿記・会計」「情報関係基礎」
　を選択解答できる者は，高等学校（中等教育学校の後
　期課程を含む。）において，これらの科目を履修した
　者（大学入学資格検定試験合格者で，これらの科目に
　合格した者を含む。）及び文部科学大臣の指定を受け
  た専修学校高等課程の学科の修了(見込み)者に限る｡

◎Ｂ欄の経過措置科目の選択についての注意
１．旧教育課程の理科で２科目を選択する場合には，
　「理科総合Ａ」と「理科総合Ｂ」との組み合わせは
　できない。
２．理科で２科目を選択する場合には，新・旧の異な
　る教育課程の科目の組み合わせはできない。

後期日程

情報通信システム学科
光メカトロニクス学科

精密物質学科
環境システム学科
デザイン情報学科

推薦入試

◎大学入試センター試験の利用教科・科目について
１．地歴および公民において，必要教科・科目数を超え
　て受験している場合には，得点にかかわらず第１解答
　科目を採択する｡
２．「工業数理基礎」「簿記・会計」「情報関係基礎」
　を選択解答できる者は，高等学校（中等教育学校の後
　期課程を含む。）において，これらの科目を履修した
　者に限る｡

◎Ｂ欄の経過措置科目の選択についての注意
１．旧教育課程の理科で２科目を選択する場合には，
　「理科総合Ａ」と「理科総合Ｂ」との組み合わせは
　できない。
２．理科で２科目を選択する場合には，新・旧の異な
　る教育課程の科目の組み合わせはできない。

平成27年度大学入学者選抜（大学入試センター試験）における旧教育課程履修者に対する経過措置（案）

　
　　　　　　　  教科・科目名等
　
  学部名

選抜

大学入試センター試験の利用教科・科目名

備　　　　考新・旧教育課程履修者の選択方法【Ａ欄】 旧教育課程履修者のうち希望する者の選択方法【Ｂ欄】

から１

から１

から１



旧教育課程履修者は，数学または理科の受験科目について，以下のＡ欄に対応するＢ欄の経過措置科目を選択することもできます。 和歌山大学

教科 科　目　名　等 教科 科　目　名　等

国 国
地歴 世B，日B，地理B
公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１ 数 旧数Ⅰ，旧数Ⅰ・旧数Aから１

数Ⅱ，数Ⅱ・数B，工，簿，情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※ 理 理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから１

観光経営学科 外 英（リスニングを含む），独，仏，中，韓から１
【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目】

地域再生学科 国 国
地歴 世A，世B，日A，日B，地理A，地理B
公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１ 数 旧数Ⅰ，旧数Ⅰ・旧数Aから１

数Ⅱ，数Ⅱ・数B，工，簿，情報から１ 旧数Ⅱ・旧数B
理 物基，化基，生基，地基から２ 理 理総A,理総B,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰから１

（又は物，化，生，地から１）※
外 英（リスニングを含む），独，仏，中，韓から１

【３教科４（３）科目又は２教科３科目】

観
　
　
　
光
　
　
　
学
　
　
　
部

前期日程

一般入試

◎大学入試センター試験の利用教科・科目について
１．選択教科・科目のうち，必要教科・科目数を超えて
　受験している場合には，高得点の教科・科目を採択す
　る。ただし，地歴および公民から１科目を利用する場
　合は，得点にかかわらず，第１解答科目を採択する。
　　なお，理科で基礎を付していない１科目を利用する場
　合の科目の採択方法については，大学入試センターが試
　験時間等を決定した後に改めて公表する。
２．「工業数理基礎」「簿記・会計」「情報関係基礎」
　を選択解答できる者は，高等学校（中等教育学校の後
　期課程を含む。）において，これらの科目を履修した
　者（大学入学資格検定試験合格者で，これらの科目に
　合格した者を含む。）および文部科学大臣の指定を受
　けた専修学校高等課程の学科の修了（見込）者に限る。
３．前期日程を受験する者は，地歴および公民の２科目
　を選択する際，【世Ｂ，日Ｂ，地理Ｂ】から必ず１科
　目以上を選択すること。
４．後期日程を受験する者は，地歴および公民から２科
　目を選択，又は数学の【数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａから１】およ
　び【数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，工，簿，情報から１】から１科
　目ずつの計２科目選択することができる。
５．地歴又は公民で２科目を選択する場合には，同一名
　　称のＡ・Ｂ出題科目，同一名称を含む出題科目同士
　　との組み合わせはできない。
６．後期日程において，地歴および公民の中から第２解
　　答科目の得点を採択する場合は，第１解答科目の得
　　点を採択する場合に限る。

※理科で基礎を付していない１科目を選択できる一定
　の条件については，大学入試センターが試験時間等
　の詳細を決定した後に改めて公表する。

◎Ｂ欄の経過措置科目の選択についての注意
１．旧教育課程の理科から１科目を利用する場合は，
　地歴および公民の場合と同様に，得点にかかわらず
　第１解答科目を採択する。

後期日程

平成27年度大学入学者選抜（大学入試センター試験）における旧教育課程履修者に対する経過措置（案）

　
　　　　　　　  教科・科目名等
　
  学部名

選抜

大学入試センター試験の利用教科・科目名

備　　　　考新・旧教育課程履修者の選択方法【Ａ欄】 旧教育課程履修者のうち希望する者の選択方法【Ｂ欄】

から２
または３
（理科で基
礎を付した
２科目を選
択した場
合）

から１
または２

から２
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